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欠
か
す
こ
と
の
で
き
な
い
水
道
の

大
切
さ
を
見
直
し
て
い
た
だ
き
、

水
道
水
源
の
「
水
質
保
全
」
に
、

よ
り
一
層
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

問
市
上
下
水
道
部
業
務
課
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労
働
保
険
年
度
更
新
手
続

き
の
お
知
ら
せ

　

６
月
１
日
（
金
）
か
ら
７
月
10

日
（
火
）
ま
で
は
、
労
働
保
険
料

の
「
年
度
更
新
」
申
告
期
間
で
す
。

　

６
月
初
め
に
送
付
す
る
労
働
保

険
料
申
告
書
・
納
付
書
に
よ
り
、

期
間
中
に
申
告
・
納
付
を
お
願
い

し
ま
す
。

　

ま
た
、
申
告
書
の
郵
送
・
電
子

申
請
に
よ
る
提
出
も
ご
検
討
く
だ

さ
い
。

問
鹿
児
島
労
働
局
労
働
保
険
徴
収
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生
活
の
確
保
を
図
る
も
の

●
閲
覧
場
所
＝
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、

市
安
全
安
心
課
、
各
総
合
支

所
地
域
政
策
課
、
各
出
張
所
、

各
サ
ー
ビ
ス
コ
ー
ナ
ー

●
提
出
方
法
＝
直
接
持
参
、
郵
送
、

Ｆ
Ａ
Ｘ
又
は
Ｅ
メ
ー
ル
で
提

出
し
て
く
だ
さ
い
。

※
用
紙
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
及

び
閲
覧
場
所
に
あ
り
ま
す
。

●
意
見
公
募
期
限
＝
５
月
22
日

（
火
）

問
市
安
全
安
心
課
（
３
階
）
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Ｅ
メ
ー
ル　

　

anzen@
e-kanoya.net

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
公
売
の

お
知
ら
せ

　

平
成
24
年
度
鹿
屋
市
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
公
売
を
実
施
し
ま
す
。

　

市
で
は
、
健
全
な
納
税
者
と
の

公
平
性
を
保
つ
た
め
、
物
品
な
ど

の
所
有
財
産
の
差
押
処
分
を
行

い
、
公
売
に
よ
っ
て
、
滞
納
税
に

充
て
て
い
ま
す
。

● 

出
品
先
＝
ヤ
フ
ー
官
公
庁
オ
ー

ク
シ
ョ
ン
サ
イ
ト

※ 

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ア
ク
セ

市
立
図
書
館

塩
麹
の
お
か
ず 

甘
麹
の
お
や
つ

坂
田
阿
希
子
著

今
日
も
カ
フ
ン
が
飛
ん
で
い

ま
す
。

ね
ず
美
著

今
日
、
ホ
ー
ム
レ
ス
に
戻
る

こ
と
に
し
た

風
樹
茂
著

桜
舞
う

あ
さ
の
あ
つ
こ
著

だ
け
ど
、
く
じ
け
な
い

　

長
倉
洋
海
と
東
北
の
子
ど

も
た
ち
著

う
わ
さ
の
と
ん
で
も
魔
女
商
会

あ
ん
び
る
や
す
こ
著

ふ
じ
さ
ん
フ
ァ
ミ
リ
ー

み
や
に
し
た
つ
や
作

吾
平
振
興
会
館
図
書
室

ナ
ミ
ヤ
雑
貨
店
の
奇
蹟

　
　

東
野
圭
吾
著

下
山
の
思
想　

五
木
寛
之
著

一
人
法
師

　
　

な
つ
む
ら
そ
う
じ
著

星
に
願
い
を
、
月
に
祈
り
を

中
村
航
著

お
ひ
と
り
さ
ま
の
京
都
ひ
と

り
旅

　
　
　

 

フ
カ
ザ
ワ
ナ
オ
コ
著

こ
ん
も
り
く
ん

 

山
西
ゲ
ン
イ
チ
作

み
き
マ
マ
の
め
ち
ゃ
う
ま
！

お
う
ち
ご
は
ん

                      

み
き
マ
マ
著

輝
北
総
合
支
所
図
書
室

舟
を
編
む

三
浦
し
を
ん
著

次
の
巨
大
地
震
は
ど
こ
か
！

宍
倉
正
展
著

父
、
金
正
日
と
私五

味
洋
治
著

共
喰
い

田
中
慎
弥
著

９
割
の
腰
痛
は
自
分
で
治
せ
る

坂
戸
孝
志
著

か
い
け
つ
ゾ
ロ
リ 

は
な
よ
め

と
ゾ
ロ
リ
じ
ょ
う原

ゆ
た
か
作

あ
さ
で
す
！

く
す
の
き
し
げ
の
り
作

ひ
み
つ
の
図
鑑

今
泉
忠
明
監

歴史をつくった先人たちｰ日本の 100 人
　デアゴスティーニ・ジャパン
　極東の小さな島国―日本。光と影が交
錯するこの国の歩みに大きな足跡を遺し
た先人たち。それぞれの時代を彩った
100 人のドラマを振り返ります。

永遠の０（ゼロ）
百田 尚樹 著　太田出版
　日本軍敗色濃厚な中、生への執着を口に
し「卑怯者」とさげすまされたゼロ戦パイ
ロットがいた…。はるかなる時を超えて結
実した過酷にして、清冽なる愛の物語。

パーシー･ジャクソンとオリンポスの神々
リック・リオーダン 作　ほるぷ出版
　寄宿学校に通う少年は、突然ギリシャ
神話の神々の息子であると告げられ、旅
に出ることに。予言の神が下した神託は
４つ。スピーディな展開にわくわく。

みんなでいただきます　
内田 恭子 作　講談社
　ある日、世界中の子供たちにパーティ
招待状が届く。ごちそうや、お菓子を持っ
て森へ向かうが遠すぎて運べない。子供
たちが途方に暮れた時に名案が浮かぶ…。

串良公民館図書室からのおすすめ

ス
で
き
ま
す
。

● 

出
品
す
る
も
の
＝
紙
幣
、
記
念

硬
貨
、
バ
ス
関
連
品
な
ど

● 

参
加
申
込
期
間
＝
５
月
25
日  

（
金
）
13
時
〜
６
月
11
日
（
月
）

23
時

※
入
札
に
参
加
す
る
た
め
に
は
、

参
加
申
込
手
続
き
が
必
要
で
す
。

●
入
札
期
間
＝
６
月
18
日
（
月
）

13
時
〜
20
日
（
水
）
23
時

※ 

詳
し
く
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

問
市
収
納
管
理
課
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１
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窓
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第
54
回
水
道
週
間

　
「
さ
あ
今
日
も　

水
と
元
気
が

蛇
口
か
ら
」
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
、

６
月
１
日
（
金
）
〜
７
日
（
木
）

は
水
道
週
間
で
す
。

　

市
で
は
、「
安
全
・
安
定
給
水
」

に
努
め
、
災
害
に
強
い
水
道
づ
く

り
を
目
指
し
て
い
ま
す
。
皆
さ
ん

も
こ
の
機
会
に
、
毎
日
の
生
活
に

市
安
全
安
心
課
か
ら
の
お

知
ら
せ

５
月
は
水
防
月
間

　

こ
れ
か
ら
梅
雨
や
台
風
な
ど

雨
量
の
多
く
な
る
時
期
を
迎
え
ま

す
。
大
雨
や
洪
水
な
ど
の
水
害
か

ら
身
を
守
る
に
は
、
日
頃
か
ら
一

人
ひ
と
り
が
水
防
に
つ
い
て
関
心

を
持
ち
、
非
常
時
に
備
え
て
準
備

し
て
い
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

　

市
で
は
、
災
害
時
の
避
難
所
と

し
て
学
校
や
公
民
館
な
ど
の
施
設

を
指
定
し
て
い
ま
す
。
避
難
所
の

場
所
や
避
難
経
路
、
家
族
と
の
連

絡
方
法
に
つ
い
て
は
日
常
か
ら
確

認
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

　

な
お
、
避
難
所
の
場
所
は
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
ご
確
認
す
る

か
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

皆
さ
ん
の
ご
意
見
を
お
聞
か
せ

く
だ
さ
い

　

市
暴
力
団
排
除
条
例
に
つ
い

て
、
案
の
段
階
で
公
表
し
ま
す
。

　

市
民
の
皆
さ
ん
の
ご
意
見
を
お

待
ち
し
て
ま
す
。

●
名
称
＝
市
暴
力
団
排
除
条
例

（
案
）

●
目
的
＝
暴
力
団
の
排
除
に
関
し
、

市
及
び
市
民
等
の
役
割
を
明

ら
か
に
す
る
こ
と
な
ど
に
よ

り
、
暴
力
団
の
排
除
を
推
進

し
、
市
民
の
安
全
で
平
穏
な

※ 単独処理浄化槽からの転換で、単独処理浄化槽を撤去する場合、
さらに撤去費として 100,000 円を上限に加算します。

専用住宅に小型浄化槽を設置する人に補助金を交付していますが、
平成 25年１月１日から変更になります。

浄化槽人槽 補助金の限度額

　５人槽 332,000 円

　７人槽 414,000 円

10 人槽 548,000 円

（改正前）

区　分 浄化槽人槽 補助金の限度額

新設
　５人槽 166,000 円
　７人槽 207,000 円
10 人槽 274,000 円

単独処理浄化槽からの転換
　５人槽 382,000 円
　７人槽 464,000 円
10 人槽 598,000 円

くみ取り便槽からの転換
　５人槽 432,000 円
　７人槽 514,000 円
10 人槽 648,000 円

（改正後）

　鹿屋市小型浄化槽設置整備事業補助金交付制度とは、生活排水による公共用水域の水質汚濁を防止
し、生活環境の保全及び公衆衛生の向上を寄与することを目的として、公共下水道事業認可区域及び
農業集落排水整備事業実施区域外において、家庭雑排水（台所 ・風呂・洗濯等）とし尿を併せて処
理する浄化槽（合併処理）を設置する場合に予算の範囲内で補助金を交付する制度です。

問市上下水道部下水道課　☎ 0994-31-1133

小型浄化槽設置整備補助金の改正について
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